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☆IBM Powerの導入のご相談はＪＢＣＣへ！☆
お客様の環境や課題に応じてオンプレミス、クラウド、ハイブリッドクラウドを
ご提案させていただきます。
また、IBM Powerのみならずお客様のインフラ全体を最適化のご提案が可能です。

ご相談はインフラクリニック

https://www.jbcc.co.jp/products/solution/pfs/free/modernization_clinic/
またはメール（mktg@jbcc.co.jp）でお問合せください。

「IBMｉお役立ち機能ご紹介」ではIBM Powerの簡単に使える機能を12回シリーズでご紹介します。
IBMｉお役立ち機能ご紹介の栄えある-第1回-の内容は

「～横132 ×たて27で5250を使ってみよう。ついでにマウスも使ってみよう」です。

・ACS(IBM i Access Client Solutions)を使って画面イメージを簡単モダナイゼーションする方法を紹介していただきます。

画面を広くしたり、マウス使ったり、そして5250のグリーン画面からの脱却！
ブラウザを使わず ACS で 5250CUI画面を簡単モダナイゼーションする方法は
おなじみのグリーン画面がWeb化されたように見えて驚きます。

早速次の資料をご覧ください。

https://www.jbcc.co.jp/products/solution/pfs/free/modernization_clinic/
mailto:mktg@jbcc.co.jp
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シンプルに、ACS(IBM i Access Client Solutions)を使って
画面イメージを簡単モダナイゼーションする方法をお教えします。
まずは、5250画面をより広くする方法です。
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• 設定は簡単です。
ACSの構成ー＞設定：画面サイズの変更で、縦横を24×80 →27×132に変更して「OK」を押します。



IBM i World 2021 

© IBM 2021

これだけで、たとえばQuery for iでの顧客検索画面では

ビフォー：24 X 80 サイズ アフター：27 X 132サイズ

住所の項目が表示できるようになります。
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たとえば印刷のスプールファイルの表示画面では

印刷のヘッダーが確認できるようになります。

ビフォー：24 X 80 サイズ アフター：27 X 132サイズ
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たとえばILE RPGの開発画面は

ILERPGのソースファイルの更新日付が確認
できます

ビフォー：24 X 80 サイズ アフター：27 X 132サイズ
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次にファンクションキー（Fｘｘキー）を3Dボタンにして、マウス
が使えるようにします。
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• 設定は、ACSの編集->設定->ホットスポットの画面で、下記のようにファンクション/数字ホットス
ポットにチェックして「OK」を押します。
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これだけで、ファンクションキー（Fxx）にマウスが使用できるよ
うになります。

ビフォー：ホットスポットなし アフター；ホットスポットあり
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マニュアル作成時に便利な機能として、画面のヒストリーという機
能もあります。
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• 設定は、画面履歴をとりたい画面（下記ではQueryの処理）の最初を表示して、
ACSの表示ー＞画面ヒストリーにチェックするだけです。

画面下部に画面履歴のボードが表示されます
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例えば、Query for iの操作をすると、画面のヒストリー（履歴）が
取得できているのが下部の画像で確認できます。

アフター；ヒストリー取得後

画面のヒストリーアーカイブを押すと
PC上のフォルダーに画面が取得されます
その後、下記のビューアーで確認できます。
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このビューアーで画面履歴を確認できます。

ビューアーで確認できます。
このボタンを押すと
画面をテキストファイルで
保管することもできます。
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最後に、画面の外観のモダナイゼーションです。
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設定は、ACSで、
・背景：メニューより、「編集」→「設定」→「外観」→「カラー」→[その他の背景」→グレーを選択
・文字：メニューより、「編集」→「設定」→「外観」→「カラー」→[フィールド・カラー」

→黒を選択（デフォルト：緑） 紺（デフォルト：青緑）
・マウスホイールによる画面のUp・Down操作を可能にするには「編集」→「設定」→「マウスホイール」
で右図を設定

・画面背景を、グレー化/ 文字（フィールドカラー）を、黒と青に変更
・ファンクションキー(FXXの機能キー）を３Dボタン化（前ページ参照）
・マウスホイールによる画面のUp・Down（前ページ・次ページがある場合）

ビフォー アフター
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ブラウザを使わず ACS で 5250CUI画面を簡単モダナイゼーション

ビフォー

Windows10対応ACSの最新機能を活用して画面イメージをモダナイゼーション
• 例えば、画面背景をグレー化 & 文字 (フィールドカラー) を黒と青に変更
• ファンクションキーを３Dボタン化、クリックで機能実行
• マウスホイールによる画面のアップ・ダウン
• 画面サイズの縦横を24×80 →27×132に変更 (参照: https://www.imagazine.co.jp/21717-2/ )
• プッシュボタンを左クリックで機能実行
• ラジオボタン、チェックボックス、メニューバーの組み込み
• 右クリックでプルダウンメニュー
• 従来のClient Access for i と同じく、Windowsプリンター・ドライバーが使用可能
• PC用JAVAはOracle JDK (サポート有償) のほか、IBM版Open JDK (無償版あり)でも稼働 (参照: 

https://ibm.biz/acsjapan (英語))

アフター1 背景変更 アフター2 背景変更 + 行数・桁数変更

https://www.imagazine.co.jp/21717-2/
https://ibm.biz/acsjapan
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ワークショップ、セッション、および資料は、IBMによって準備され、IBM独自の見解を反映したものです。それらは情報提供の目的のみで提供されており、いかな
る読者に対しても法律的またはその他の指導や助言を意図したものではなく、またそのような結果を生むものでもありません。本資料に含まれている情報については、
完全性と正確性を期するよう努力しましたが、「現状のまま」提供され、明示または暗示にかかわらずいかなる保証も伴わないものとします。本資料またはその他の
資料の使用によって、あるいはその他の関連によって、いかなる損害が生じた場合も、IBMは責任を負わないものとします。 本資料に含まれている内容は、IBMまた
はそのサプライヤーやライセンス交付者からいかなる保証または表明を引きだすことを意図したものでも、IBMソフトウェアの使用を規定する適用ライセンス契約の
条項を変更することを意図したものでもなく、またそのような結果を生むものでもありません。
本資料でIBM製品、プログラム、またはサービスに言及していても、IBMが営業活動を行っているすべての国でそれらが使用可能であることを暗示するものではあり
ません。本資料で言及している製品リリース日付や製品機能は、市場機会またはその他の要因に基づいてIBM独自の決定権をもっていつでも変更できるものとし、い
かなる方法においても将来の製品または機能が使用可能になると確約することを意図したものではありません。本資料に含まれている内容は、読者が開始する活動に
よって特定の販売、売上高の向上、またはその他の結果が生じると述べる、または暗示することを意図したものでも、またそのような結果を生むものでもありません。
パフォーマンスは、管理された環境において標準的なIBMベンチマークを使用した測定と予測に基づいています。ユーザーが経験する実際のスループットやパフォー
マンスは、ユーザーのジョブ・ストリームにおけるマルチプログラミングの量、入出力構成、ストレージ構成、および処理されるワークロードなどの考慮事項を含む、
数多くの要因に応じて変化します。したがって、個々のユーザーがここで述べられているものと同様の結果を得られると確約するものではありません。
記述されているすべてのお客様事例は、それらのお客様がどのようにIBM製品を使用したか、またそれらのお客様が達成した結果の実例として示されたものです。実
際の環境コストおよびパフォーマンス特性は、お客様ごとに異なる場合があります。
IBM、IBM ロゴ、ibm.com、Db2、Power Systems、POWER6、POWER6+、POWER7、POWER7+、POWER8、 POWER9は、世界の多くの国で登録された
International Business Machines Corporationの商標です。
他の製品名およびサービス名等は、それぞれIBMまたは各社の商標である場合があります。
現時点での IBM の商標リストについては、www.ibm.com/legal/copytrade.shtmlをご覧ください。

インテル, Intel, Intelロゴ, Intel Inside, Intel Insideロゴ, Centrino, Intel Centrinoロゴ, Celeron, Xeon, Intel SpeedStep, Itanium, およびPentium は Intel 
Corporationまたは子会社の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
Linuxは、Linus Torvaldsの米国およびその他の国における登録商標です。
Microsoft, Windows, Windows NT および Windowsロゴは Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標です。
ITILはAXELOS Limitedの登録商標です。
UNIXはThe Open Groupの米国およびその他の国における登録商標です。
JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは Oracleやその関連会社の米国およびその他の国における商標または登録商標です。


